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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 長興寺跡出土の五輪塔台座 ちょうこうじあとしゅつどのごりんとうだいざ】

　長興寺跡（恵那東中テニスコート付近）から１４世紀後半に
造られた律宗様式五輪塔の台座が出土し、長国寺（大井町）
の境内に安置されている。この様式の五輪塔は、東海地方で
は極めて少なく、県内ではこの他に東野の染戸五輪塔、土岐
市のお君が塔があるだけである。
　律宗は、鎌倉時代に大発展した仏教教団で、その配下に最

長国寺の境内に安置されている台座

先端の土木建築の技術者集団を組織していた。多くの公共事
業を手掛けるばかりでなく、交通の要所に末寺を置いて、幕
府に代わって交通路の維持管理や物流に関わっていた。
　１４・１５世紀の大井には、律宗寺院長康寺があったことが
分かっている。この台座は、伝説の長興寺が史実の「長康寺」
であり、この地が東山道の交通の要所で、鎌倉幕府にとって
重要な場所であったことを示す貴重な歴史資料である。

　台座の上にはどのような五輪塔が載っていたのだろうか。その手掛かりは東野の染戸五
輪塔。このうちの２号塔は高さ１．５㍍を超える大型五輪塔だが、その台座は大きさ形とも
にうり二つであり、本体も同様であったろうと推定できる。
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